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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
を
実
現
す
る
た
め
の
避
難
所
や
仮
設
住
宅
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
管
理
運
営
及
び
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
に
当
た
っ
て
、
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

一
定
の
要
件
の
下
で
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
災
害
時
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
管
理
運
営
及
び
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
事
務
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
、
「
避
難
所
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
組
指
針
」
（
平
成
二
十
五

年
八
月
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
公
表
）
、
「
福
祉
避
難
所
の
確
保
・
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
二
十
八
年
四
月
内
閣
府

（
防
災
担
当
）
公
表
）
、
「
災
害
救
助
事
務
取
扱
要
領
」
（
平
成
三
十
一
年
四
月
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）
公
表
）



 

２ 

 

等
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
を
す
る
よ
う
促

し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
災
害
時
に
お
け
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
や
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
に
関
す
る
相
談
や
苦
情
申
立
」
に
つ
い

て
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
管
理
運
営
及
び
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与

に
係
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
義
的
に
は
、
当
該
事
務
を
行
っ
て
い
る
都
道
府
県
又
は

市
町
村
に
お
い
て
受
け
付
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
に
お
い
て
は
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）
が
都
道
府
県

を
通
じ
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
十
六
号
に
お
い
て
多
数
の
者
が
利
用
す
る
政
令
で
定
め
る
建
築
物
を
「
特
定
建
築
物
」
と
、
同
条
第
十
七

号
に
お
い
て
特
定
建
築
物
の
う
ち
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
建

築
物
で
あ
っ
て
、
移
動
等
円
滑
化
が
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
「
特
別
特
定
建
築
物
」
と
定
義
し
、



 

３ 

 

こ
の
う
ち
特
別
特
定
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
、
一
定
の
規
模
以
上
の
建
築
を
行
う
建
築
主
等

に
対
し
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
、
地
方
公
共

団
体
は
、
条
例
で
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
義
務
付
け
対
象
と
な
る
建
築
の
規
模
を
引
き
下
げ
、
又
は
特
別
特
定
建
築
物

以
外
の
特
定
建
築
物
を
義
務
付
け
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
建
築
以
外
の
建
築
を
行
う
建
築
主
等
に
対
し
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
特
別
特
定
建
築
物
以
外
の
特
定
建
築
物
に
つ
い
て
も
、
法
第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
、
建
築
を
行
う
建

築
主
等
に
対
し
、
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

そ
の
上
で
、
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
平
時
か
ら
多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築
物
で
あ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
た
め
、

通
常
、
特
定
建
築
物
に
該
当
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
場
合
建
築
主
等
に
対
し
法
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項

又
は
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
当
該
仮
設
住
宅
が
共
同
住
宅
で
あ
る
場

合
に
は
特
定
建
築
物
に
該
当
し
、
建
築
主
等
に
対
し
同
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
場
合
の
指
定
避
難
所
及

び
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
特
定
建
築
物
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
建
築
主
等
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な

い
。 



 

４ 

 

 
 

ま
た
、
「
避
難
所
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
公
立
の
小
中
学
校
に
、
車
い
す
で
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
無
か
っ
た
り
、

段
差
解
消
の
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
公
立
小
中
学
校
の
施
設
整
備
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
は
、
各
地

方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
各
学
校
の
施
設
の

計
画
及
び
設
計
に
お
け
る
留
意
事
項
と
し
て
、
「
小
学
校
施
設
整
備
指
針
」
（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日
文
部
科
学
省

大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
・
防
災
部
策
定
）
及
び
「
中
学
校
施
設
整
備
指
針
」
（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日
文
部
科
学

省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
・
防
災
部
策
定
）
に
お
い
て
、
「
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
」
と
し
て
「
障
害
の
あ
る
児
童
、

教
職
員
等
が
安
全
か
つ
円
滑
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
障
害
の
状
態
や
特
性
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
計
画

と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ス
ロ
ー
プ
、
手
す
り
、
便
所
、
出
入
口
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
計
画
に
配
慮
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
、
「
地
震
等
の
災
害
発
生
時
に
は
地
域
の
避
難
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
等
、
高
齢
者
、
障

害
者
を
含
む
多
様
な
地
域
住
民
が
利
用
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
計
画
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
等
と
示
す
と
と
も
に
、
公

立
小
中
学
校
に
お
け
る
障
害
者
用
ト
イ
レ
や
ス
ロ
ー
プ
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
要
望
に
応
じ
、
学
校
施
設

環
境
改
善
交
付
金
に
よ
り
そ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
、
公
立
小
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
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進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

さ
ら
に
、
公
立
の
小
中
学
校
に
対
す
る
法
第
十
四
条
第
一
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
特
別
特
定

建
築
物
に
追
加
し
た
場
合
を
除
き
、
特
別
特
定
建
築
物
に
該
当
し
な
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

指
定
避
難
所
及
び
仮
設
住
宅
に
対
す
る
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
改
正
以
外
の
対
策
を
検
討
」
に
つ
い
て
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
良
好
な
生
活
環
境
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。 


